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Ⅴ 地域活性化のための歴史的砂防施設の活用 

 

 ここでは、歴史的砂防施設の実態を踏まえた上で、歴史的砂防施設の活用のポイントと検討の流れ

等を示す。 

 

１．歴史的砂防施設の活用の実態 

これまでの砂防施設の活用事例では、環境整備・砂防学習（特に歴史的施設として）に重点が置か

れた整備がなされてきた。平成１４年に実施されたアンケート調査によれば、施設整備による来訪者

の増加の効果はみられるが、地域活性化の効果までは明らかではなく、またアクセスなどへの配慮や

広報・ＰＲ活動が不足している傾向が見られる。また、施設管理にあたってのボランティア活動等の

活用は少なく、立地上の制約もあり、計画段階から住民と連携を図ることについても取り組みが不足

している面がみられた。 
 

２．歴史的砂防施設の活用の考え方 

防災施設である歴史的砂防施設を、地域活性化の核として十分に活用するためには、まず施設が有

する以下のような価値に留意する必要がある。 
①学術的価値 

歴史的砂防施設は、施工当時の技術、材料、工法、設計思想等に係る学術的価値を有する。活

用を検討するにあたっては、砂防施設として果たしてきた役割と施設に用いられた技術の周知を

考慮する必要がある。 
②景観・環境的価値 

歴史的砂防施設は、荒廃山地・渓流を治めることによって周囲の緑の回復を促すなど、中山間

地における豊かな自然の創出の礎となっていることが多い。施設が周辺の土地と一体となって形

成する景観・環境は地域の貴重な資源であり、活用にあたっては、その優れた景観・環境の価値

を最大限に引き出す方法を検討する必要がある。周辺整備のための新たな施設の建設を検討する

場合には、歴史的砂防施設の文化財的価値が損なわれないよう十分な配慮が必要である。 
③広報的価値 

歴史的砂防施設が、国土の保全と近代化に果たしてきた歴史的役割を一般市民および後世に伝

えることが重要である。このことが地域における歴史的砂防施設及びそれによって保全された土

地、景観に対する住民の愛着と誇りにつながると考えられ、ひいては住民の砂防事業に対する関

心と理解が深められることとなる。 
 
 地域の資産として活用が図られている砂防施設の実態を整理し、歴史的砂防施設の活用、管理運営

の課題と留意点およびその具体的事例を参考資料－５にとりまとめた。これらを踏まえると、歴史的

砂防施設の活用の段階によってハード、ソフトそれぞれ、図－５.１の対応、整備が考えられる。 
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図－５.１ 歴史的砂防施設の活用の段階による整備・対応 

 

３．活用計画の作成 
歴史的砂防施設の活用を考える上では、施設を『見る』、『学ぶ』という来訪者の体験を基本とし、

活用の考え方とその内容を活用計画として取りまとめておくことが重要である。活用計画を作成する

上での留意点を以下の①～③にあげる。これらを踏まえた、活用計画作成の全体の流れを図－５.２に

示す。 
①活用計画の基本となる歴史的砂防施設に関する基礎的な調査を実施する 
②歴史的砂防施設の活用計画を地域づくり上の計画として位置づける 
③施設周りだけではなく、施設を含む歴史的景観の広がりを活用計画の計画範囲として捉える 

  
なお、活用計画の策定にあたっては、地域住民、行政、専門家等の広い意見を入れてとりまとめる

ことが望ましい。また、必要に応じて活用委員会を組織することも考えられる。 
 
 

　　　　　　ハード的な施策 　　　　　　ソフト的な施策

　知ってもらうために
　　《様々な機会・媒体を
　　　　　　通じての情報発信》

　来てもらうために
　　《現地まで到達しやすい
　　　　　　　　　　　状況の創出》

　体験してもらうために
　　《基本は「眺める」「学ぶ」》

　維持していくために
　　《歴史的砂防施設を
         　　含めた景観の維持》

　・パンフレット類の作成、配布
　・ホームページの開設
　・小中学校の副読本への記述

　・観光マップ・道路マップ等への記載
　・周辺の著名立ち寄り拠点（最寄駅、
　　地元役場等）での情報提示

　・イベントの開催
　・ガイドの配置

　・砂防ボランティアの活用による維持活動
　・○○砂防堰堤を守る会の組織化と活動
　・地域学習、生涯学習等への組み込み

　・案内標識の整備
　・駐車場の整備

　・視点場整備
　・散策路整備
　・説明解説のための施設の配置
　・関連施設の整備
　・景観整備（阻害要因の排除・修景）

　・砂防施設の維持（点検・補修・修復）
　・利活用施設の維持（清掃・更新）
　・景観の維持（監視と規制）

【活用の段階】

 




